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日本の文学碑　1 近現代の作家たち
定価（本体8,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2145-2� 冊

日本の文学碑　2 近世の文人たち
定価（本体8,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2146-9� 冊

2008年11月刊行

宮澤 康造・本城 靖 監修

作家・文人171人の文学碑9,528基

■全国に散在する文学碑とその内容を調べられるガイドです。
作家名見出しのもと、碑文、所在地、碑種（歌碑、句碑、詩碑、
童謡碑など）、建立年月を掲載。

「1 近現代の作家たち」では、作家 97 名の主要文学碑 4,669 基を、
「2 近世の文人たち」では、文人 74 名の主要文学碑 4,859 基を収録。

■作家のプロフィールと参考文献も記載。作家と地域の関わり
や、作品の地域性もわかります。「県別索引」付き。

日本の文学碑
1 近現代の作家たち

A5・430頁　定価（本体8,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2145-2

2 近世の文人たち
A5・380頁　定価（本体8,500円＋税）　ISBN978-4-8169-2146-9

● 碑は文学への道しるべ ●
―作家を知り、文芸に親しむための作家別文学碑ガイド

9784816921452

9784816921469

収録予定人物例

「１ 近現代の作家たち」

種田山頭火、高浜虚子、正岡子規、若
山牧水、野口雨情、与謝野晶子、山口
誓子、斎藤茂吉、北原白秋、宮沢賢治、
石川啄木、折口信夫（釋迢空）、夏目漱
石、水原秋桜子、佐佐木信綱、徳富蘇
峰、与謝野寛（鉄幹）、荻原井泉水、島
崎藤村、井上靖、土井晩翠、佐藤春夫、
竹久夢二、長塚節、萩原朔太郎、小泉
八雲、樋口一葉、志賀直哉、金子み
すゞ、司馬遼太郎　　　……など97名

「２ 近世の文人たち」

松尾芭蕉、小林一茶、良寛、与謝蕪村、
本居宣長、吉田松陰、頼山陽、横井也
有、各務支考、榎本其角、加賀千代女、
井上井月、河合曽良、広瀬淡窓、上島
鬼貫、大田蜀山人、向井去来、十返舎
一九、服部嵐雪、西山宗因、石川丈山、
井原西鶴、菅江真澄、賀茂真淵、貞心
尼、加舎白雄、平賀元義、大島蓼太、
吉田松陰、渡辺崋山　　　…など74名

【監修者プロフィール】

宮澤 康造　みやざわ・こうぞう

大正14年（1925）長野県生。東京高等師範学校を経て、昭和23年東京文理科大学（現筑波大学）卒。
長野県および東京都立高校教諭、昭和50年東京都立高校校長、昭和60年定年退職、以後、
獨協大学、武蔵野女子大などの講師を勤める。日本ペンクラブ会員、日本文学碑研究会主
宰、東海文学碑研究会々友。

本城 靖　ほんじょう・やすし

昭和12年（1937）三重県生。昭和35年法政大学卒。日立家電販売（株）中部営業所勤務を経て現
在フリー。三重郷土会、東海文学碑研究会、日本文学碑研究会、日本拓本研究会等の会員。



宮
沢
　
賢
治
（
み
や
ざ
わ
・
け
ん
じ
）

詩
人
・
童
話
作
家

（
明
治
二
九
年
八
月
二
七
日
〜
昭
和
八
年
九
月
二
一
日
）

出
身
地
　
岩
手
県
稗
貫
郡
花
巻
町
（
花
巻
市
豊
沢
町
）

花
巻
の
質
古
着
商
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
の
中
に
育
つ
。
幼
少
か
ら
鉱

物
採
集
に
熱
中
。
盛
岡
高
等
農
林
学
校
在
学
中
法
華
経
を
読
み
、
熱
心
な
日
蓮
宗
信
者
と
な
る
。

大
正
一
〇
年
父
に
日
蓮
宗
へ
の
改
宗
を
勧
め
る
が
、
聞
き
い
れ
ら
れ
ず
、
家
出
し
て
上
京
。
日

蓮
宗
伝
導
に
携
わ
る
傍
ら
、
詩
や
童
話
を
創
作
。
し
か
し
、
半
年
ほ
ど
で
妹
の
発
病
の
た
め
帰

郷
。
以
後
、
四
年
間
花
巻
農
学
校
教
諭
を
務
め
る
。
一
三
年
詩
集
「
春
と
修
羅
」
、
童
話
集
「
注

文
の
多
い
料
理
店
」
を
自
費
出
版
。
一
五
年
羅
須
地
人
協
会
を
設
立
し
、
若
い
農
民
に
農
学
や

芸
術
論
を
講
義
。
そ
の
後
、
病
い
に
倒
れ
る
が
、
多
く
の
童
話
、
詩
、
短
歌
、
評
論
を
残
し
た
。

噴
火
湾
の
こ
の
黎
明
の
水
明
り

室
蘭
通
ひ
の
汽
船
に
は
二
つ
の
赤
い
灯
が
と
も
り
…
（
略
）

（
「
噴
火
湾
」
よ
り
）

・
北
海
道
伊
達
市
道
央
自
動
車
道
有
珠
山
Ｓ
Ａ
（
上
り
）

詩
碑
　
平
成
四
年
一
〇
月

諸
君
よ

紺
い
ろ
の
地
平
線
が
膨
ら
み
高
ま
る
と
き
に

…
（
略
）

（
「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
断
章
四
」
よ
り
）

・
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
雫
石
高
校
前
庭

詩
碑
　
昭
和
五
五
年
一
〇
月

喪
神
の
し
ろ
い
か
が
み
が

薬
師
火
口
の
い
た
だ
き
に
か
か
り

日
か
げ
に
な
っ
た
火
山
礫
堆
の
中
腹
か
ら
…
（
略
）

（
「
鎔
岩
流
」
よ
り
）

・
岩
手
県
八
幡
平
市
平
笠
上
坊
山
国
有
林
内
（
焼
走
り
東
側
）

詩
碑
　
昭
和
五
六
年
四
月

う
つ
く
し
い
素
足
に

長
い
裳
裾
を
ひ
る
が
え
し

こ
の
一
月
の
ま
っ
最
中
…
（
略
）

珠
（
「
発
動
機
船
」
よ
り
）

・
岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
羅
賀
地
内
平
井
賀
港

詩
碑
　
平
成
八
年
六
月

　
船
長
は
一
人
の
手
下
を
従
へ
て

　
手
を
腰
に
あ
て

　
た
う
た
う
た
う
た
う
尖
っ
た
く
ら
い
ラ
ッ
パ
を
吹
く
…
（
略
）

（「
発
動
機
船
・
第
二
」
よ
り
）

岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
鳥
越
駅
前
広
場

詩
碑
　
平
成
九
年
三
月

石
油
の
青
い
け
む
り
と
な
が
れ
る
火
花
の
し
た
で

つ
め
た
く
な
め
ら
か
な
月
あ
か
り
水
を
の
ぞ
み
…
（
略
）

（
「
発
動
機
船
・
第
三
」
よ
り
）

・
岩
手
県
下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
田
野
畑
駅

前
広
場

詩
碑
　
平
成
九
年
三
月

う
る
は
し
の
海
の
ビ
ロ
ー
ド
昆
布
ら
は

　
寂
光
の
は
ま
に
敷
か
れ
ひ
か
り
ぬ

・
岩
手
県
宮
古
市
日
立
浜
町
地
内
浄
土
ヶ
浜

歌
碑
　
平
成
八
年
九
月

ほ
ん
の
び
や
こ
夜
明
け
が
か
っ
た
雲
の
い
ろ

　
ち
ゃ
ん
が
ち
や
が
馬
こ
橋
渡
っ
て
く
る

・
岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
盛
岡
市
役
所
裏
詩
歌
の
散
歩
道

歌
碑
　
平
成
五
年
一
一
月

川
と
銀
行

木
の
み
ど
り

町
は
し
づ
か
に

た
そ
が
る
る

（
「
岩
手
公
園
」
よ
り
）

・
岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
盛
岡
市
役
所
裏
詩
歌
の
散
歩
道

詩
碑
　
平
成
五
年
一
一
月

○
「
か
な
た
」
と
老
い
し
タ
ピ
ン
グ
は

　
杖
を
は
る
か
に
ゆ
び
さ
せ
ど

　
東
は
る
か
に
散
乱
の

　
さ
び
し
き
銀
は
聲
も
な
し
…
（
略
）

（
「
岩
手
公
園
」
よ
り
）

　
萩
原
朔
太
郎
（
は
ぎ
わ
ら
・
さ
く
た
ろ
う
）

詩
人

（
明
治
一
九
年
一
一
月
一
日
〜
昭
和
一
七
年
五
月
一
一
日
）

出
身
地
　
群
馬
県
東
群
馬
郡
北
曲
輪
町
（
前
橋
市
千
代
田
町
）
　

父
親
は
開
業
医
、
母
は
武
家
の
出
身
で
、
群
馬
県
前
橋
の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
る
。
前
橋
中

時
代
か
ら
短
歌
に
励
み
、
回
覧
雑
誌
や
「
新
声
」
「
文
庫
」
「
明
星
」
な
ど
の
文
芸
雑
誌
に
投
稿
。

旧
制
五
高
、
六
高
、
慶
応
義
塾
大
学
な
ど
に
学
ぶ
が
、
こ
と
ご
と
く
中
退
。

漂
泊
生
活
を
経
て
、
大
正
二
年
前
橋
に
帰
郷
。
こ
の
頃
、
西
洋
音
楽
に
興
味
を
惹
か
れ
て
マ
ン

ド
リ
ン
や
ギ
タ
ー
を
習
い
、
マ
ン
ド
リ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
設
立
し
て
運
営
・
指
揮
・
編
曲
・

作
曲
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
同
年
北
原
白
秋
主
宰
の
「
朱
欒
」
を
通
じ
て
生
涯
の
友
と
な
る
室
生

犀
星
と
知
り
合
い
、
三
年
山
村
暮
鳥
と
三
人
で
人
魚
詩
社
を
創
設
し
て
「
卓
上
噴
水
」
を
、
五
年

に
は
犀
星
と
「
感
情
」
を
創
刊
。
六
年
処
女
詩
集
「
月
に
吠
え
る
」
を
刊
行
し
て
詩
壇
の
注
目
を

集
め
、
十
二
年
第
二
詩
集
「
青
猫
」
を
発
表
し
、
詩
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
。
十
四
年
一
家
で

上
京
、
十
五
年
か
ら
「
文
士
村
」
と
呼
ば
れ
た
馬
込
に
居
住
し
た
が
、
昭
和
四
年
妻
が
男
と
出
奔

し
た
た
め
離
婚
し
、
二
人
の
娘
を
連
れ
て
郷
里
の
前
橋
に
戻
っ
た
。
間
も
な
く
父
を
失
い
、
家
督

を
相
続
。
八
年
個
人
雑
誌
「
生
理
」
を
創
刊
。
十
年
に
は
堀
辰
雄
の
創
刊
し
た
詩
誌
「
四
季
」
の

中
心
的
な
同
人
に
迎
え
ら
れ
三
好
達
治
、
丸
山
薫
、
立
原
道
造
、
神
保
光
太
郎
、
阪
本
悦
郎
ら
若

い
詩
人
た
ち
か
ら
の
尊
敬
を
集
め
た
。
晩
年
は
「
日
本
回
帰
」
の
色
彩
を
強
め
、
日
本
浪
漫
派
な

ど
に
属
し
た
。
十
六
年
夏
頃
よ
り
体
調
を
崩
し
、
十
七
年
五
五
歳
で
没
し
た
。

定
型
詩
―
非
定
型
詩
、
文
語
体
―
口
語
体
と
い
う
日
本
の
近
代
詩
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
日
常

的
な
口
語
を
用
い
て
微
妙
な
感
覚
や
鋭
敏
な
意
識
を
表
現
し
た
詩
人
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
。

他
の
詩
集
に
「
純
情
小
曲
集
」
「
氷
島
」
「
宿
命
」
が
あ
り
、
評
論
・
随
筆
面
に
「
詩
の
原
理
」

「
純
正
詩
論
」
「
郷
愁
の
詩
人
与
謝
蕪
村
」
「
日
本
へ
の
回
帰
」
「
帰
郷
者
」
、
警
句
集
「
新
し

き
欲
情
」
「
虚
安
の
正
義
」
「
絶
望
の
逃
走
」
な
ど
も
あ
る
。

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
大
渡
橋
は
前
橋
の
北
部
、
利
根
川
の
上
流
に
架
し
た
り
。
…
（
略
）

群
馬
県
前
橋
市
総
社
町
総
社
大
渡
橋

詞
碑
　
昭
五
八
年
二
月

　
う
ち
日
さ
す
宮
道
を
人
は
満
ち
行
け
ど

　
我
が
思
ふ
君
は
た
だ
ひ
と
り
の
み

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
五
丁
目
広
瀬
川
諏
訪
橋
下
流
（
広
瀬
川
河
畔
緑
地
）

歌
碑
　
昭
六
二
年
十
月

◯
空
に
光
つ
た
山
脈
そ
れ
に
白
く
雪
風

　
こ
の
ご
ろ
は
道
も
悪
く
…
（
略
）

（「
才
川
町
」
十
二
月
下
旬
よ
り
）

群
馬
県
前
橋
市
若
宮
町
三
丁
目
才
川
緑
地

詩
碑
　
昭
和
六
一
年
四
月

　
と
こ
ろ
も
し
ら
ぬ
山
里
に

　
さ
も
白
く
咲
き
て
ゐ
た
る

　
お
だ
ま
き
の
花

群
馬
県
安
中
市
磯
部
町
赤
城
神
社
文
学
の
散
歩
道

詩
碑
　

　
野
に
新
し
き
停
車
場
は
建
て
ら
れ
た
り

　
便
所
の
扉
風
に
吹
か
れ
…
（
略
）

（「
新
前
橋
駅
」
よ
り
）

群
馬
県
前
橋
市
新
前
橋
町
新
前
橋
駅
東
口
前

詩
碑
　
昭
和
六
二
年
一
一
月

　
わ
が
故
郷
に
帰
れ
る
日

　
汽
車
は
烈
風
の
中
を
突
き
行
け
り

　
ひ
と
り
車
窓
に
目
醒
む
れ
ば
…
（
略
）

（
詩
集
『
氷
島
』
の
「
帰
郷
」
冒
頭
）

群
馬
県
前
橋
市
敷
島
町
敷
島
公
園

詩
碑
　
昭
和
三
十
年
五
月

《
参
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